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LifeKeeper Single Server Protection リリースノート

バージョン 9.3.2
重要!!

本製品をインストールまたは使用する前に、必ずこのドキュメントをお読みください。

このドキュメントには、インストール時とその前後に留意すべき重要な項目に関する情報が記載されて

います。

はじめに

このリリースノートの対象読者は、LifeKeeper Single Server Protection for Linux製品のインストール、

設定、管理を行うユーザです。このドキュメントには、LifeKeeper Single Server Protectionの正式マ

ニュアルには詳細に記述されていない重要な情報、たとえば、システム要件、新機能、製品の制限

へのリンク、トラブルシューティングのヒントなどが記載されています。LifeKeeper Single Server Protection
ソフトウェアをインストールして設定する前に、必ずこのドキュメントの内容を確認してください。

LifeKeeper Single Server Protection の製品説明

LifeKeeper Single Server Protectionは、単一ノード構成におけるアプリケーション監視を可能にします

(つまり、クラスタの要件または制約はありません)。単一ノード環境は、物理的なものでも仮想

(vSphere、KVM、Amazon EC2)でも構いません。LifeKeeper Single Server Protectionは、実績がある

安定した SIOS LifeKeeperアーキテクチャ上に構築されます。LifeKeeper Single Server Protectionは
優れたアプリケーション監視機能を提供し、障害が発生したアプリケーションおよびシステムインフラスト

ラクチャ項目 (例 : NFS共有、 IPアドレス、ファイルシステム)のリカバリを実行することができます。何らか

の理由でアプリケーションをリカバリできない場合、LifeKeeper Single Server Protectionは、システムのリ

ブートまたは VMとアプリケーション監視を設定された VMware仮想マシンのVMware HA再起動に

よって、ノードの再起動を開始します。

コンポーネント

バンドルされる LifeKeeper Single Server Protectionソフトウェアは、64ビットシステム (x86_64、AMD64)
で動作し、以下のコンポーネントが含まれています。

l LifeKeeper Single Server Protectionソフトウェア

LifeKeeper Single Server Protection のオプションのリカバリソ
フトウェア

次のオプションソフトウェアは、記載してあるバージョンのアプリケーション用のリソース定義およびリカバリ

ソフトウェアを提供します。
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LifeKeeper Single Server Protectionのオプションのリカバリソフトウェア

パッケージ パッケージ名 保護対象のアプリケーション

LifeKeeper
ApacheWeb
Server
Recovery Kit

steeleye-lkAPA-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

ApacheWeb Server v2.4

LifeKeeper SAP
Recovery Kit

steeleye-lkSAP-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

SAP NetWeaver 7.0、Enhancement Package 1,2および3を
含む

SAP NetWeaver 7.3、Enhancement Package 1を含む

SAP NetWeaver 7.4
SAP NetWeaver 7.5
SAP NetWeaver AS for ABAP 7.51 innovation package

LifeKeeper SAP
DB / MaxDB
Recovery Kit

steeleye-
lkSAPDB-9.3.2-
6863.noarch.rpm

SAP MaxDB v7.6、v7.7、v7.8、v7.9

LifeKeeper DB2
Recovery Kit

steeleye-lkDB2-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

IBM DB2Universal Database v10.5および v11.1

IBM DB2 Enterprise Server Edition (ESE) v10.5および v11.1

IBM DB2Workgroup Server Edition (WSE) v10.5および

v11.1

IBM DB2 Express Edition v10.5および v11.1

LifeKeeper
Oracle
Recovery Kit

steeleye-lkORA-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

Oracle Database Standard Edition v11g R2, v12c, v12c R2お
よび v18c (ASMおよびpluggable database機能除く)

Oracle Database Enterprise Edition v11g R2, v12cおよび

v12c R2 (ASMおよびpluggable database機能除く)

Oracle Database Standard Edition One (SE1) v11g R2および

v12c R2 (ASMおよびpluggable database機能除く)

Oracle Database Standard Edition 2 (SE2) v12c, v12c R2,
v18cおよび v19c (ASMおよびpluggable database機能除く)

LifeKeeper
MySQL
Recovery Kit

steeleye-lkSQL-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

MySQLおよびMySQLEnterprise v5.5、v5.6、v5.7、v8.0

MariaDB v5.5および10.0

LifeKeeper
PostgreSQL
Recovery Kit

steeleye-
lkPGSQL-9.3.2-
6863.noarch.rpm

PostgreSQL v9.3、v9.4、v9.5、v9.6、v10、v11

EnterpriseDB Postgres Plus Advanced Server v9.3、v9.4、
v10.0、v11.0

EDB Postgres Advanced Server v9.5、v9.6、v10.0、v11.0

LifeKeeper
Sybase ASE
Recovery Kit

steeleye-
lkSYBASE-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

Sybase ASE 15.7および16.0
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パッケージ パッケージ名 保護対象のアプリケーション

LifeKeeper
Postfix
Recovery Kit

steeleye-
lkPOSTFIX-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

Postfix ソフトウェアは、それぞれのサーバにサポートされた

Linuxディストリビューションをインストールし、設定します。同じ

バージョンのPostfixが、それぞれのサーバにインストールされる

必要があります。

LifeKeeper
Samba
Recovery Kit

steeleye-lkSMB-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

サポート対象のLinuxディストリビューションに付属の標準

sambaファイルサービス

LifeKeeper NFS
Server
Recovery Kit

steeleye-lkNFS-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

Linux kernel version 2.6以降

NFS ServerおよびクライアントパッケージがSLESシステム上に

インストールされている必要があります。

LifeKeeper
Network
Attached
Storage
Recovery Kit

steeleye-lkNAS-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

NFSサーバまたはNASデバイスv2、v3、v4からマウントされた

NFSファイルシステムのNFSバージョン

LifeKeeper
WebSphereMQ
Recovery Kit

steeleye-lkMQS-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

WebSphereMQ v7.5
IBMMQ v8.0, v9.0および v9.1

既知の問題と制限 >インストールを参照してください。

Quick Service
Protection

steeleye-lkQSP-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

SPS Quick Service Protectionを使用すると、OSサービスの簡

易保護機能を提供します

LifeKeeper Single Server Protection の機能

機能 説明

時間的リカ

バリロジック

ローカルリカバリの試行回数に制限を設定して、アプリケーションの可用性を向上でき

ます。

マルチレベル

ポリシー

サーバレベルとリソースレベルでリカバリオプションを指定して、クライアントがアプリケー

ションごとに最適なリカバリストラテジーを定義することができます。

通知のみ/メ
ンテナンス

モード

ユーザが1つ以上のリソースの監視を一時的に無効にして、LifeKeeper Single
Server Protectionがメンテナンス中のリソースを復旧させないようにすることができます。

VMware
vSphereの
統合

VMwareのvSphereプラットフォームと統合して、組織がサーバ仮想化と自動化を最

大限に活用できるようにしながら、アプリケーションの可用性を向上します(VMware環
境のみ)。

vSphere
Clientプラグ

イン

vSphere Clientにより一元化された管理と監視 (VMware環境のみ)。

LifeKeeper Single Server Protection 3

http://jpdocs.us.sios.com/Linux/9.3.2/LK4L/TechDoc/Content/administration/administrator_tasks/creating_resource_hierarchies/qsp_resource_hierarchy.htm
http://jpdocs.us.sios.com/Linux/9.3.2/LK4L/TechDoc/Content/administration/administrator_tasks/creating_resource_hierarchies/qsp_resource_hierarchy.htm


LifeKeeper Single Server Protection Version 9の新機能

LifeKeeper Single Server Protection Version 9 の新機能

製品 機能

バージョン 9.3.2の新機能

LifeKeeper Core

Red Hat Enterprise Linux 7.6をサポートしました。

CentOS 7.6をサポートしました。

Oracle Linux 7.6をサポートしました。

SUSE Linux Enterprise Server 12 SP4をサポートしました。

SUSE Linux Enterprise Server 15をサポートしました。

Install 現在のsetupコンフィグレーションを保存するための -sオプションを setupコ
マンドに追加しました。

PostgreSQL
PostgreSQL 11をサポートしました。

EDB Postgres Advanced Server v11をサポートしました。

MQ IBMMQ v9.1をサポートしました。

Oracle Oracle 19cをサポートしました。 (2019年8月に認定 )

Core, Install,
Filesystem, NFS,
SAP, PostgreSQL,
Generic, Apache, GUI,
lksupport

バグの修正

バージョン 9.3.1の新機能

LifeKeeper Core

OpenSSLパッケージを 1.0.2pに更新しました。

RedHat Enterprise Linux 6.10をサポートしました。

CentOS 6.10をサポートしました。

Oracle Linux 6 Update 10をサポートしました。

MySQL MySQL 8.0をサポートしました。

Oracle Oracle 18cをサポートしました。 (2019年3月に認定 )

Install バグの修正

バージョン 9.3の新機能

LifeKeeper Core

Red Hat Enterprise Linux Version 7.5をサポートしました。

Oracle Linux Version 7.5をサポートしました。

CentOS7.5をサポートしました。

VMware vSphere 6.7をサポートしました。( 2018年10月認定 )

バグの修正

Install インストールスクリプトが刷新されました。詳細はこちらをご参照ください。
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製品 機能

Oracle, Samba, MQ,
Sybase, Filesystem,
Generic Application,
QSP

バグの修正

バージョン 9.2.2の新機能

PostgreSQL
PostgreSQL 10をサポートしました

EDB Postgres Advanced Server v10.0をサポートしました( 2018年4月に

認定 )

SAP,NAS バグの修正

バージョン 9.2.1の新機能

LifeKeeper Core

Oracle Linux 7.4をサポートしました。

CentOS 7.4をサポートしました

SUSE Linux Enterprise Server 12 SP3をサポートしました

※ SUSE Linux Enterprise Server 12 SP3を使用する場合は、カーネルを

4.4.82-6.9.1にアップグレードしてください

バグの修正

PostgreSQL EDB Postgres Advanced Server 9.6をサポートしました

MQ IBMMQ9.0をサポートしました

バージョン 9.2の新機能

LifeKeeper Core

Red Hat Enterprise Linux 7.4をサポートしました

SNMP トラップを複数のターゲットに送信することができるようになりました

仮想化環境 Nutanix Acropolis Hypervisorをサポートしました。( SPSは
非サポート )

バグの修正

IP 実 IP ( NICに設定されたプライマリ IPアドレス) を用いた IP リソースを作

成できるようになりました

PostgreSQL PostgreSQL 9.6をサポートしました

MQ IBMMQ9.0をサポートしました (2017年 12月に認定 )

SAP, SAP MaxDB,
Route53, Install バグの修正

バージョン 9.1.2の新機能
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LifeKeeper Single Server Protection Version 9の新機能

製品 機能

LifeKeeper Core

SUSE Linux Enterprise Server 12 SP2をサポートしました。

CentOS7.3をサポートしました。

RedHat Enterprise Linux Version 6.9をサポートしました。

Oracle Linux Version 7.3のUEKカーネルをサポートしました。

バグの修正

Oracle Oracle 12c R2をサポートしました。

DB2 DB2 11.1をサポートしました。

IP, QSP, MySQL, NFS バグの修正

バージョン 9.1.1の新機能

LifeKeeper Core

SUSE Linux Enterprise Server 12 SP1のサポート

※ SP1を適用していないSLES12の利用はサポートされません。

※ Btrfsの利用はサポートされません。

RedHat Enterprise Linux Version 7.3のサポート

Oracle Linux Version 7.3のサポート

※ UEKの利用はサポートされません。

vSphere6.5のサポート ( SMC機能は vSphere6.5ではサポートされません)

バグの修正

PostgreSQL

PostgreSQL 9.5のサポート

EDB Postgres Advanced Server v9.5のサポート

詳細はオプションのSPS リカバリソフトウェアの要件、PostgreSQL
Recovery Kit管理ガイド >管理 をご参照ください。

Sybase ASE Sybase ASE 16.0のサポート

MySQL RHEL 7.x/CentOS 7.x/OEL 7.xでのMySQL 5.7のサポート

※ 上記以外の環境でのMySQL 5.7は既にサポートされています。

SAP SAP 7.5のサポート

バージョン 9.1.0の新機能

LifeKeeper Core

Red Hat Enterprise Linux 6.8のサポート (2016年9月に認定 )
CentOS 6.8, Oracle Linux 6.8についてもサポートいたします(2016年9月に

認定 )。

LifeKeeper API for Monitoringのサポート

LifeKeeperのステータスやログの情報を提供するAPIを設けました。

Quick Service Protectionのサポート

OSサービスの簡易保護機能を提供します。

バージョン 9.0.2の新機能

6 LifeKeeper Single Server Protectionリリースノート

http://jpdocs.us.sios.com/Linux/9.3.2/LK4L/TechDoc/Content/user_guide/using_lifekeeper_linux/advanced_tasks/LifeKeeper_API_for_Monitoring.htm
http://jpdocs.us.sios.com/Linux/9.3.2/LK4L/TechDoc/Content/administration/administrator_tasks/creating_resource_hierarchies/qsp_resource_hierarchy.htm


製品 機能

LifeKeeper Core

Red Hat Enterprise Linux Version 7.2のサポート

※MySQLRKはRHEL 7.x/CentOS 7.x/OEL 7.xをサポートしていません。

※アプリケーション側のRHEL 7.2対応状況はユーザー様にてご確認くださ

い

OpenSSLパッケージを1.0.1qに更新

バグの修正

MQ

WebSphereMQ –マルチバージョンのWebSphereMQのサポートが追加さ

れました。本サポートにより、バージョン 7.1、7.5、および8.xのキューマネー

ジャのすべてを同クラスタノードで保護できるようになりました。

MQコマンドをmqmグループのユーザが代替で実行できる機能を追加

バグの修正

IP, Filesystem,
DMMP, EC2,
PostgreSQL, Power
Path, SAP, SAP
DB/MaxDB, Oracle

バグの修正

Licensing FlexNetパッケージの更新

バージョン 9.0.1の新機能

LifeKeeper Core バグの修正

DataKeeper バグの修正

バージョン 9.0の新機能

LifeKeeper Core

パラメータ一覧のドキュメントを統合し、 lkchkconf コマンドを追加

vSphere 6のサポート ( SMC機能はvSphere6ではサポートされません)

reiserfsファイルシステムのサポートを廃止

RedHat Enterprise Linux Version 7.0/7.1、Community ENTerprise
Operating System (CentOS) Version 7.0/7.1、Oracle Linux Version
7.0/7.1でサポートされるARKは、LifeKeeper for Linux v8.4.1と同じです (対
象ARK：PostgreSQL, MySQL, Oracle, DB2, Apache, Postfix, NFS,
NAS, Samba)

バグの修正

GUI

JRE 8u51のサポート ( JRE 7はサポートされません)

Chromeサポート廃止

バグの修正

FileSystem,
PostgreSQL バグの修正
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バグの修正

バグの修正

下記は、最新のバグの修正および拡張機能のリストです。

バグ 説明

7367 Generic ARK用に /opt/LifeKeeper/lkadm/subsys/gen/app/下に lib/ディレクトリを追加しま

した。

7368 Generic リソース作成時に拡張子付きのスクリプトを見つけるように改善しました。

7384 xz圧縮されたカーネルモジュールに対応しました。

7470 インストール時にSYSLOGのファシリティ競合を確認するよう修正しました。

7492 SAPDB/MaxDBの監視処理に時間がかかる場合に不要なフェイルオーバが発生しないよ

うに修正しました。

7493 NFS リソースをファイルシステムがフルの状態で起動した場合にエクスポート情報が消える

問題を修正しました。

7495 LifeKeeper製品のファイル及びディレクトリの所有者を rootユーザ・rootグループに統一しま

した。

7502 ファイルシステムリソースにおける強制アンマウントをより確実に実施できるよう修正しまし

た。

7507 lksupport コマンドで /etc/hostsの全内容を取得するように修正しました。

7508 lksupport取得時に /var/log/messages と journalctlの出力を分けて保存するように修正し

ました。

7517 PostgreSQLの起動処理がハングアップした際のログを lifekeeper.logへ出力するように修

正しました。

7518 PostgreSQLリソースにおいて無関係なプロセスをKILLする可能性 (非常に稀 )があったた

め対処しました。

7526 rpmパッケージの所有者に sysユーザ、sysグループの使用を廃止しました。

7531 インストール時のファイアウォールの起動判定処理を見直しました。

7537 setupスクリプトを用いてアップグレードを行う場合、systemd環境では LifeKeeperの起動

が正しく行われない問題を修正しました。

7541 LifeKeeper GUIのフォントに対してアンチエイリアスを使用するように修正しました。

7551 Apacheのconf.dディレクトリを読み込むように修正しました。

7556 旧syslogをサポートから除外しました。

7564 setupスクリプトにOpenJDKのサポートに関わる記載を追加しました。

7565 インスタンスの起動確認プロセスが正しくなかった問題を修正しました。

7571 setupコマンドにおける LifeKeeperの開始と停止のロジックを修正しました。

7585 保護された IPアドレスとして「realip」をマークすることを回避するためのコードを追加しまし

た。
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バグ 説明

7593 setupコマンドに必要なライブラリ libncurses5がインストールされていない場合、自動でイン

ストールするようにしました。

7594 libncurses5を静的リンクから動的リンクに変更しました。

7608 lklogconfigがロギングの識別と設定に失敗するという問題を修正しました。

7637 OS再起動時に LifeKeeperの起動に失敗することがある問題を修正しました。

7668 SELinuxがPermissiveModeの状態で LifeKeeperのインストールを試みた場合の警告メッ

セージを修正しました。

システム要件

LifeKeeper Single Server Protection の製品要件

LifeKeeper Single Server Protectionは、下表に示す最低要件を満たすすべてのLinuxプラットフォー

ムでサポートされます。

説明 要件

Linuxオペレー

ティングシステム

個々のオペレーティングシステム情報については、「Linux Configuration Table」
(カーネルセクションのみ)を参照してください。

仮想環境

仮想マシン内で起動するゲスト OSが Linux Configuration Tableに記載されて

いるサポート対象のバージョンのうちの1つである必要があります。以下の仮想環

境は SIOS Protection Suite for Linuxが展開されている場合の例です。

サポート対象となる仮想化環境の詳細なバージョンについてはサポートマトリック

スを参照ください。

l KVM

l Oracle VM Server for x86

l VMware vSphere v5、v5.1、v5.5、v6.0、 v6.5および v6.7

l Amazon EC2

l Nutanix Acropolis Hypervisor

VMware vSphere v6.5以降ではvSAN構成についてもサポートします。ただし

RDMはvSANで非サポートとなるため利用できません。

ファイバーチャンネルSANおよび共有 SCSI クラスタ設定は、KVMおよびOracle
VM Server for x86仮想マシン上で動作する LifeKeeper Single Server
Protection for Linuxをサポートしません。
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LifeKeeper Single Server Protectionサポートソフトウェアの要件

説明 要件

メモリ

LifeKeeper Single Server Protectionを実行するシステムの最小メモリ要件は

512MBです。これは LifeKeeper Single Server Protectionがサポートする Linux
ディストリビューションが必要とする最低限の容量です。システムのメモリは

LifeKeeper Single Server Protectionが保護するシステム上で動作するアプリケー

ションに対してサイジングする必要があります。

ディスク容量

LifeKeeper Single Server Protection Clusterに必要なディスク容量は次のとおり

です。

/opt –約 100000～ 105000 (1024バイト )ディスクブロック (インス

トールするキットに依存します)

/ –約 110000( 1024バイト )ディスクブロック

LifeKeeper Single Server Protection サポートソフトウェアの
要件

下表のサポートソフトウェアは、VMとアプリケーション監視を設定された VMware VMでのみ必要です。

製品 要件
ディスク容量要

件

VMware

VMware vSphere Client (LifeKeeper Single Server Protection
vSphere Clientプラグイン機能用 )

保護されるすべての仮想マシンにVMware Toolsがインストールさ

れ、実行されている

VMwareアプリケーションHA監視が有効で、保護されるすべての

仮想マシンに対して VMとアプリケーション監視が設定されている

/optで約 175 KB
(VMware Toolsの場

合 )

クライアントのプラットフォームとブラウザ

LifeKeeper Single Server Protection webクライアントは、Java Runtime環境 JRE 8 update 51をサ

ポートするすべてのプラットフォームで動作します。現在動作が確認されている環境は、JRE 8 update
51を使用した Linux、Windows Server 2008 R2、 Windows Server 2012 R2、Windows Server 2016、
Windows 7、Windows8、Windows 10上のFirefox (Firefox 51まで)、および Internet Explorerです。

その他の最近のプラットフォームやブラウザも、SPS webクライアントが動作する可能性がありますが、

SIOS Technology Corpでは、それらの環境でのテストをしていません。また、各ブラウザ固有の機能に

ついても、テストしていません。

LifeKeeper Single Server Protectionコンポーネントおよび保護される Linuxゲストの IPアドレスは、

DNSまたはローカルのhosts ファイル (通常、 /etc/hostsまたは

C:\windows\system32\drivers\etc\hosts)によって解決可能でなければなりません。ローカルのhosts
ファイルを使用すると、クライアントの接続時間が最小になり、DNS停止時であっても接続が可能にな

ります。
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既知の問題

既知の問題、回避策、およびその他のトラブルシューティング情報については、LifeKeeper Single
Server Protection for Linuxテクニカルドキュメンテーションのトラブルシューティングセクションを参照してく

ださい。
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